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元気いっぱいのチビ っ子たち
みんなで、思いっき りスポーツを ポールから卓球、相撲、ピンポン

楽しもう と、 8月8日町教委主 主投げ、重JiI;挙げの全種目にみん

催の第 l回チピっ子スポ ツ大会 なが挑戦。なかでも、相撲は大人

が総合体育館で聞かれま した。 なみにまわ Lをつけてハ yケヨイ

約70人の小学生が参加、ド yジ と、元気いっぱいの一日でした。
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経
済
器
保
を
務
備

し
他
脱
で
文
化
的
な

生
活
環
境
の
確
立
を

量
ろ
う
と
刊
可
か
』
勺

第
二
期
山
村
振
興
地

域
の
特
別
汁
策
本
主

に
つ
い
て
、
そ
の
実

胞
計
幽
4
H
U

を
策
定
し

て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
ほ
ど
そ
の
計
画

が
一
再
認
さ
れ
、
い
よ

い
よ
本
内
皮
か
ら
引

車
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

p〆‘P

(
創
出

(
談
)
司

⑮
射

均

意

少

な

一
日
直

勤

率

22 
芝産
主基

三警
が孟

備
な
ど

山
村
振
興
法
と
は
、
経
済
的
、
主
化

的
に
立
ち
お
く
れ
て
い
る
地
域
の
必
要

な
事
業
に
付
し
、
同
が
助
成
し
て
各
極

の
施
策
を
優
先
的
に
行
主
い
、
地
域
佑

去
を
主
く
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

本
町
は
附
利
問
ト
問
年
に
山
村
振
興

対
島
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
附
利
四

|
九
年
に
出

一
次
の
事
業
が
終
わ
旬
、

所
則
的

H
的
を
速
成
し
ま
し
た
が
.
な

お
各
地
の
成
主
必
惣
‘
生
活
環
境
の
立

ち
お
く
れ
は
円
し
く
、
制
極
的
主
施
策

が
宅
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

四
年
計
画
で

事
業
を
実
施

昨
年
指
定
さ
れ
た
第
二

期
山
村
地
域
農
林
抑
業
特

別
対
策
事
業
は
、
前
述
の

よ
う
な
後
退
的
岳
地
位
に

あ
る
山
村
地
械
を
総
合
的

な
胞
策
の
も
と
に

一
環
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、

m

利
丘

l
一
年
度
を
初
内
皮

と
し
、
丘
十
阿
年
度
ま
で

住
吉
小
学
校
の
績
に

建
設
さ
れ
て
い
る
住
吉

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

F 

毎
年
七
川
の
第
三
土
問
口
は
「
勤
労
汗
少
年
の
日
」

こ
の
円
を
有
意
誌
に
と
、
卜
ヒ
日
に
桧
山
支
庁
主
俄

の
内
勤
労
青
少
年
座
出
訓
告
仰
が
今
世
町
庖
盟
会
館
で

附
か
れ
ま
し
た
。

座
談
会
に
は
町
内
の
働
く
青
山
Y
年
た
ち
ニ
卜
人
を

招
い
て
、
桧
山
支
庁
経
済
部
長
、
商
工
会
長
、
町
長

ら
が
助
言
者
に
な
り

『魅
力
あ
る
郷
土
づ
〈
り
や
余

暇
の
利
用
主
ど
』
を
テ
!
マ
に
懇
談
。

魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
つ
い
て
は

『若
者
た
ち

の
意
気
を
官
起
す
べ
く
将
来
の
計
画
を
早
く
打
ち
出

し
て
ほ
し
い
』
『
桧
山
の
教
育
、
医
療
、
文
化
面
の

立
遅
れ
が
日
だ
つ
の
で
納
般
的
主
対
策
を
』
『
世
代

を
に
な
う
若
者
の
希
望
を
取
り
入
れ
る
訓
L
Aけ
い
の

場
を
数
回
開
削
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
向
が
山
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
品
業
関
係
で
は
『
川崎
阜
県

A

盤
の
路

備
が
先
決
、
生
政
世
を
苅
め
る
政
策
を
』

『
各
農
家

;
J

は
機
械
の
導
入
で
出
日
常
雄
に

な
っ
て
い
る
。
合
理
的
な
共

同
利
用
の
方
向
を
考
え
る
べ

き
だ
恥
『
小
規
模
農
家
の
経

当
拡
大
は
互
い
に
と
も
ぐ
い

に
寺
り
後
継
者
は
定
着
で
き

町

な

い

』

と

い

う

声

も

。

点

余
暇
で
は
、

『
尚
工
業
に
山

従
事
し
て
い
る
仲
間
同
志
の
同

窓
Z
ど
は
彼
八
時
一
凶
で
な
一

い
と
絡
ま
れ
な
い
の
で
、
町
山

氏
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
も
肌而

せ
め
て
十
時
一
捕
ま
で
開
欣

L

b

て
ほ
し
い
ら
主
ど
、
日
ご
ろ
山

感
じ
て
い
る
悩
み
や
意
見
を
一

率
直
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

一

， 
， 

ス

/々
1
1
L
t

の
問
カ
有
聞
で
、
総
事
業
政
二
億
五
千

万
円
が
投
入
さ
れ
ま
す
。

全
体
計
画
に
よ
り
ま
す
と
、
小
規
棋

ほ
助
繋
附
三
カ
所
(
下
メ

y
プ
、
神
丘

阿
部
、
下
盟
国
)
、
小
胤
棋
土
地
改
良

市中主

(川
町
き
ょ
却
水
、
客
土
)
五
カ
所

(J
樋
川
、
ド
刑
利
川
、
村
正
共
和
、

t

h
石
)
、
小
川
品
以
内
相
地
造
成
事
業
三
カ

所

(上
州
Mm
.鈴
合
、
畑
の
沢
)
、
小

脱
岐
阜
地
造
成
市
中
業
ニ
カ
所

(
宮内崎、

山
本
)
な
ど
の
生
尚
北
一
般
帥
軍
備
本
盟
に

一
位
再
開
卜
万
円
。
畑
作
経
悦
近
代
化

施
設
の
盤
仰
と
し
て
傾
向
鈴
押
財
政
所

の
建
設

一
カ
所
に
四
千
六
百
十
万
円
、

林
業
経
百
近
代
化
施
設
で
は
、
樹
羽
生

産
施
設
が
七
百
ご
す
万
円
、
そ
れ
に
、

環
境
整
備
で
は
、
間

H
Z析
中
小
施
設
二
カ

所
(
住
吉
、
住
中
)
、
生
活
改
善
セ
ン

タ
の
越
川
崎
ニ
カ
所
(
住
吉
、
八
束
)

な
ど
で
七
千
六
十
ヒ
h
ヒ
千
円
の
事
業

政
で
実
胞
さ
れ
ま
す
。

生
活
改
善
セ
ン

タ
ー

の
建
設
な
ど
も

こ
の
う
ち
、
第

一
昨
次
と
し
て
本
年

実
施
さ
れ
る
も
の
は
、
上
稲
川
、
神
丘

共
和
地
区
の
附
き
ょ
排
水
事
業

一
五
信

鈴
金
、
畑
の
沢
地
区
の
農
地
造
成
事
業

六

。
七
お
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

/ 
優

上良
村勤
久労
子青
さ少
ん年

勤
労
意
欲
に
日
み
、
向
12
心
州
泣
か
で

他
の
人
の
日
間
純
と
な
る
庁
少
年
を
た
た

え
、
よ
り
い
っ
そ
う
活
附
し
て
も
ら
お

川
川
政
地
を
公

川
村
地
と
し
て
町

民
の
憩
い
の
助
に

利
川
し
よ
う
と
、

函
館
開
発
建
設
却

と
川
で
は
、
郎
市

河
川
環
境
監
備
事

主
と
し
て
昭
利
五

卜
二
年
度
以
降
の

河
川
改
修

A
画
に

も
と
づ
き
長
則
計

凶
で
利
別
川
の
ほ

と
り
の
公
凶
化
を

逃
め
ま
す
。

利
別
川
の
川
島

尻
域
は
、
今
世
帥仙
の
同
作
と
稲
総
統
的

左
作
側
で
す
。

計
幽
に
あ
た
り
、
公
闘
を
利
用
す
る

の
は
町
民
の
み
な
さ
ん
で
す
の
で
、
将

来
的
に
ど
ん
な
惣
い
の
場
に
し
た
ら
よ

アンケー卜調査にご協力を

利別川ほとりの公園計画

環
境
盤
備
で
は
住
吉
地
区
に
生
活
改

蒋
セ
ン
タ
ー
(
プ
ロ

y
ク
泣
り
平
出
迎

百
二一

l
二
一
コ

R
平
カ

U
)
が
千
五
百

六
十
三
万
一
千
円
で
建
設
さ
れ
、
こ
の

地
区
の
各
種
研
修
.
集
会
な
ど
新
し
い

部
落
づ
く
り
の
た
め
大
き
く
役
立
つ
も

の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

/
，
 第

二
次
農
業
構
造

改
善
事
業
も
着
手

続
日
脱
般
の
拡
大
に
よ
る
内
立
経
世

の
打
成
を
日
傑
と
す
る
第
二
次
民
業

m

造
改
再
事
業
は
、
第
二
川
山
村
振
興
事

業
と
説
行
し
て
川
年
度
指
定
さ
れ
、
本

年
度
か
ら
問
カ
年
、
五
卜
問
年
度
ま
で

に
事
業
が
推
進
さ
れ
ま
す
。

昭
如
五
十

一
年
度
の
第
一
次
事
業
と

し
て
は
、
現
在
建
設
中
の
「
以
内
鈴
誓
貯

蔵
庫
L

(

写
真
)
が
受
人
機
械
設
備
を

? 

う
ー
と
い
う
道
優
良
勤
労
昨
少
年
の
凶

彰
式
が
七
月
十
九
日
、
桧
山
支
斤
で
聞

か
れ
、
本
町
か
ら
上
村
久
子
さ
ん

(美

容
師

・
2
必
写
真
)
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。上

村
さ
ん
は
、
神
丘
中
学
校
を
卒
業

後
、
吉
田
美
容
院
に
就
職
、
四
午
後
に

美
容
師
免
詳
を
取
得
し
て
美
容
肢
術
L

励
む
と
同
時
に
明
る
い
職
均
づ
く
り
の

ほ
か
、
同
僚
と
余
暇
を
み
つ
け
て
光
の

型
干
園
へ
毎
月
一
回
、
航
極
的
な
英
蒋

車
中
仕
活
動
を
続
け
る
な
と
、
広
く
内
少

年
M

明
か
ら
敬
霊
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
か
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
必
要
な
の

か
‘
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ご
な

兄
を
幅
広
く
お
聞
き
す
る
た
め
、
後
日

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

利
別
川
町
景
観
を
よ
り
美
し
く
織
と

恕
い
の
公
闘
に
す
る
た
め
京
肢
ぐ
る
み

で
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

， ス
ポ

l
y
に
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン

に
活
用
さ
れ
る
開
発
デ
ラ
ン
ド

ま
た
、
同
地
区
は
長
年
水
質
の
盟
い

沢
水
を
利
用
し
て
い
る
た
め
、
住
吉
駅

首
工
下
流
に
浅
判
戸
を
掘
さ
く
し
て
簡

易
給
水
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
五
戸
の
農
家
が
水
の
不
便
か
ら
解

消
さ
れ
衛
生
的
に
も
安
心
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

( 2 J 

合
的
二
億
四
干
二
百
九
十
万
円
の
事
業

費
、
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

一
部
二

階
建
、
延
べ
面
制
三
千
百
三
十
六

三

平
方

M
と
町
総
合
体
育
館
な
み
の
巨
大

な
施
設
は
貯
蔵
能
力
年
間
三
回
転
で
七

千
二
百
ト
ン
を
見
込
ん
で
い
る
と
い
う
。

今
後
に
お
け
る
畑
作
振
興
に
大
き
な
発

肢
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
内
刷
業
の
生
産
性
を
高
め

る
土
地
基
盤
整
備
と
し
て
樋
川
地
区
の

受
益
農
家
十
三
戸
を
対
畠
に
山
林、

原

野
二
三

九
訟
を
畑
地
造
成
す
る
農
地

造
成
改
良
事
業
が
千
百
四
十
七
万
円
で

行
わ
れ
、
最
終
年
度
に
は
各
極
農
機
具

の
共
同
利
用
も
進
め
ら
れ
る
計
画
で
す
。

固
感
謝
し
ま
す
固

。
愛
情
銀
行

(
孤
局
払
山
し
)

守
山川
町
坂
イ
マ
さ
ん
(
花
石
)
か
ら
扶
助

家
庭
に
衣
矧
問
点

マ
日
也
消
さ
ん
(
高
奨
町
)
か
ら
二
万

円
を
光
の
虫
学
聞
に

マ
今
金
町
財
人
団
体
連
給
協
議
会

(代

表
石
対
照
子
)
か
ら
文
化
祭
バ
ザ
ー

の
益
金
六
万
九
百
十
円
を
箆
寿
悶
に

そ
れ
そ
れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の

指
導
員
に
橋
本
良
保
さ
ん

み
寺
さ
ん
は

趣
味
と
か
副
府
議

と
か
を
お
持
ち

の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
時
聞
が
あ
っ
た
ら
何

か
し
て
み
よ
う
、
や

っ
て
み
た
い
と

思
う
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
と
何
か
変
っ

た
特
別
の
こ
と
と
か
、
集
会
の
余
興

の
こ
と
の
よ
う
に
巴
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

古
か
ら
弘
た
ち
の
生
活
の
中
に
も
と

も
と
あ

っ
た
趣
味
と
か
娯
楽
と
か
の

よ
う
に
、
私
と
ち
の
生
活
を
明
る
く

楽
し
い
も
の
に
し
て
、
よ
り
充
実
し

た
も
の
に
す
る
治
活
動
の
こ
と
な
の

で
す
。
そ
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を

ど
の
よ
う
に
し
て
や
れ
ば
よ
い
の
か

を
指
導
し
て
く
れ
る
人
が
、
日
本
レ

ク
リ
ェ

l
シ
ョ
ノ
協
会
で
認
定
し
た

指
導
者
で
す
。

こ
の
指
導
者
資
格
に
は
二
級
、
一

級
、
上
級
と
三
段
階
あ
り
、
上
組
に

な
り
ま
す
と
北
海
道
で
も
ま
だ
三
人

し
か
お
り
ま
せ
ん
。
幸
に
し
て
私
た

ち
の
町
に
は
、
二
級
資
絡
を
持
っ
て

い
る
指
導
者
と
し
て
続
本
島
保
さ
ん

戸

(
花
石
)
が
お
り
ま
す
の
で
、
も

L

E

レ
ク
リ
ェ

l
ン
ョ
ン
を
や
ろ
う
か
と

一
い
う
時
に
は
、
遠
慮
主
く
続
本
さ
ん

一
に
お
願
い
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き

一
っ
と
お
役
に
立
っ
と
思
い
ま
す
。

( 3 J 



、、
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一

と事故ゼ口みんなの願い

みの安全励行が頼みる町ぐ

橋
で
死
亡
事
故
U

ゼ
ロ
記
録
的
日
で
ス
ト
ッ
プ

昨
年
の
五
月
三
円
か
ら
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
続
け
て

き
ま
し
た
本
町
で
、
つ
い
に
死
亡
事
故
が
発
生
ノ
ゼ
ロ

記
録
は
四
二
七
日
で
ス
卜
y
プ
し
ま
し
た
。

死
亡
事
故
は
、
七
月
三一
日
午
前
十
時
三
O
分
頃
、
長

万
部
町
に
住
む
織
凹
さ
ん
の
運
転
す
る
ト
ラ
ッ
ク
が
英

利
河
橋
の
欄
干
に
激
突
大
破
し
、
織
田
さ
ん
は
あ
ご
や

口
y
M引
を
折
っ
て
車
旬
、
た
だ
ち
に
救
急
車
で
函
館
市

立
病
院
に
述
ば
れ
ま
し
た
が
、
同
日
夕
方
、
病
院
で
死

亡
し
ま
し
た
。

こ
の
事
故
の
原
凶
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
す
ぎ
て
美

利
河
橋
の
手
前
右
カ
l
プ
を
切
り
そ
こ
ね
て
右
側
の
橋

の
欄
干
に
衝
突
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
悲
惨
な
事
故
は
他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
が
死
を
招
き
、
あ
す
は
我
が
身

で
な
い
と
出
れ
が
言
い
切
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

街
の
交
通
渋
滞
在
な
く
し
、
歩
行
者
の
安
全
を
守
ろ
う
と
、
公
安
委
員
会
て

は
現
在
、
実
施
し
て
い
る
隔
月
片
側
駐
車
禁
止
地
区
を
全
面
駐
禁
に
切
り
替
え

た
い
意
向
を
打
ち
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
関
係
商
庖
衝
の
反
対
陳
情
に
よ
り

一
時
延
期
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
今
月
は
、
そ
の
全
面
駐
禁
を
め
く
る

問
題
点
を
、
も
う

一
度
振
リ
か
え
っ
て
み
ん
な
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

死
亡
引
故
ゼ
ロ
氾
録
六
八
九
日
で
ス

卜
y
プ
し
た
の
は
、
市
街
地
町
道
組
線

で
小
学
一
司
宅
が
輔
嗣
の
犠
牲
に
な
っ

た
昨
年
の
冗
川
二
一
日
で
す
。
こ
の
悲
惨

な
市
故
を
契
機
と
し
で
公
安
委

U
会
か

ら
全
面
駐
禁
の
む
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
実
施
を
め
ぐ

る
問
題
内
川と
同
じ
く
@
適
当
主
駐
車
場

が
告
な
い
こ
と
@
今
金
町
の
中
心
商
山

簡
の
大
平
を
古
む
区
域
で
あ
り
、商
用
、

口
い
物
客
の
駐
車
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と

は
木
町
椛
済
界
の
程
治
問
題
疋
と
い

う
考
え
方
の
意
見
が
多
く
、
何
川
か
の

会
議
、
相
談
な
と
を
経
て
公
安
委
員
会

で
は
「
粁
定
抽
出
」
と
し
て
隔
月
片
側

駐
禁
と
い
う
措
世
を
昨
司
の
九
円
よ
り

実
施
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
問
、
今
金
町
全
体
と
し
て
は
、

マ
住
民
に
よ
る
交
通
安
全
迎
動
の
推
進

マ
自
主
規
制
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
制
限
と

駐
車
の
自
尉
巡
動
の
展
開

マ
版
業
会
館
泊
の
公
共
駐
車
場
の
設
問

マ
小
学
生
の
市
街
地
自
転
車
乗
り
入
れ

の
規
制
と
自
転
車
運
転
教
育
の
強
化

マ
自
転
車
公
国
施
設
の
誕
生

な
ど
町
民
総
〈
る
み
で
交
通
安
全
対

置
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
公
安
委
員
会
の
基
本
的
方

針
は
時
代
の
動
向
に
よ
旬
、
現
在
の
片

側
駐
禁
は
あ
く
ま
で
も
智
定
で
あ

っ
て

企
而
駐
禁
と
速
度
制
限
は
、
職
責
で
実

施
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、

住
民
の
理
解
を
経
て
な
る
べ
く
早
い
同

期
に
実
現
し
た
い
と
い
う
方
針
で
す
。

現
実
を
よ
く
見
つ
め
み
ん
な
で
協
力
し
よ
う

こ
の
よ
う
な
情
勢
で
、
私
た
ち
住
民

は
冷
静
に
現
五
を
よ
く
見
つ
め
、
今
後

の
刈
誌
を
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
課
題
で
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
み
な
さ

ん
の
判
断
す
る
}
で
、
今
ま
で
の
話
し

合
い
か
ら
相
対
的
な
立
兄
を
述
べ
て
み

中
ま
ー
し
よ
ろ
J
O

-
全
面
駐
韓
離
を
行
う
理
由
と
し
て
は
、

村

山
少
行
者
が
安
心
し
て
歩
行
で
き
、

自
動
車
な
ど
が
安
全
に
運
転
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
が
交
通
焼
川
町
最
終

円
的
で
あ
る
。

け
道
路
は
自
動
車
を
駐
車
し
て
お
く

と
こ
ろ
で
な
く
走
行
す
る
道
で
あ
る

日

駐
禁
と
は
、
停
車
が
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

四
片
側
駐
祭
は

一
時
的
主
措
ぽ
で
、

全
禁
移
行
の
一
段
附
で
あ
り
、
現
在

の
凶
山
首
は
全
道
的
に
も
異
例
で
あ
る

ω
事
故
発
生
の
多
い
呪
代
は
車
に
と

っ
て
過
酷
な
組
制
の
時
代
で
あ
る
。

ω
車
の
噌
加
に
み
あ
う
駐
車
場
の
施

設
は
追
い
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る

0

・
全
面
駐
禁
さ
れ
て
は
困
る
理
由

(片

側
駐
禁
を
続
け
て
ほ
し
い
)

付

駐

禁

区
域
は

4
4品
商
脂
街
の
田
山
%

を
示
め
る
広
範
囲
で
あ
り
、
駐
車
場

不
備
に
よ
り
車
の
諸
問
が
で
き
な
く

な
り
、
市
街
地
以
外
の
車
や
町
外
の

人
に
不
便
を
か
け
、
ひ
い
て
は
町
経

済
の
低
下
を
招
く
重
大
事
で
あ
る
。

口
住
民
の
安
全
運
動
の
努
力
及
び
片

側
駐
禁
の
効
果
で
、
税
在
の
と
こ
ろ

交
通
事
政
は
発
生
し
て
な
い
。
(
本

町
の
事
政
発
生
は
多
い
と
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
は
国
道
、
近
々
に
発
生

し
て
い
る
。)

印
刷
地
制
さ
れ
る
町
道
各
線
と
も
路
幅

は
狭
い
が
反
而
、
こ
の
道
路
は
遠
距

離
を
通
過
す
る
利
則
道
路
で
な
い
。

側
駐
車
場
の
整
備
は
、
公
共
的
‘
団

体
的
、
個
人
的
に
努
力
し
、
あ
る
程

度
の
収
容
能
力
が
で
き
る
ま
で
全
禁

は
延
則
し
て
ほ
し
い
。

以
上
、
両
者
の
お
も
な
理
由
を
あ
げ

て
み
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

全
面
駐
禁
は
当
而
の
問
題
で
す
。
し

か
し
、
町
民
み
ん
な
の
似
い
は

『交
通

事
政
の
絶
挫
』
が
最
大
の
目
標
で
す
。

規
制
は
、
そ
の
ひ
と
つ
の
方
法
、
手

段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
上
に
町
民

総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
世
織
の
再
確
認

と
協
力
で
、
市
中
放
の
な
い
町
づ
く
り
へ

と
発
展
し
た
い
も
の
で
す
。

駐

車

場

の

整

備

を

|

|

|

上

品

島

小
三
郎
さ
ん
(
商
工
会
長

人
命
の
骨
量

は
申
す
ま
で
も

な
く
、
ま
す
ま

す
繁
雑
す
る
道

路
状
況
で
交
通
規
制
は
当
然
あ
る
べ

き
と
思
う
。
し
か
し
、
現
在
で
は
役

場
前
と
か
町
民
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内

の
ほ
か
産
業
会
館
前
の
町
有
駐
車
場

が
国
道
側
に

一
カ
所
あ
る
だ
け
で
、

中
通
り
に
は
ま
っ
た
く
な
い
状
態
で

す
。
ど
こ
の
都
市
で
も
有
料
駐
車
場

は
近
く
の
区
域
に
あ
り
不
自
由
し
ま

広

く

町

民

の

声

を

聞

い

て

市
封
地
に
駐

車
す
る
車
は
年

々
多
く
な
り
、

夕
方
の
口
い
物

時
間
に
は
と
て
も
歩
行
者
が
安
心
し

て
口
い
物
で
き
る
状
態
で
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
歩
道
の
な
い
道
路
で
は

行
き
か
う
車
も
通
行
で
き
な
く
、
そ

の
間
を
歩
行
者
が
通
り
抜
け
る
ほ
ど

で
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
連
れ
て

口
い
物
す
る
お
母
さ
ん
を
よ
く
見
か

け
ま
す
が
心
配
で
す
。

せ
ん
。
こ
れ
で
全
面
駐
禁
に
な
れ
ば

本
町
の
経
済
圏
の
崩
岐
に
つ
な
が
る
。

本
町
に
は
他
町
か
ら
の
口
い
物
客
は

非
常
に
幸
い
こ
と
か
ら
も
駐
車
場
の

整
備
が
先
決
で
す
ロ
中
心
街
に
は
駐

車
助
用
地
と
し
て
可
能
な
場
所
も
あ

る
の
で
、
商
庖
街
と
町
が

一
体
と
な

っ
て
積
極
的
主
対
策
が
急
務
で
す
。

ま
た
、
将
来
の
都
市
づ
く
り
か
ら
も

主
型
道
路
の
市
悩
地
入
口
附
近
に
は

大
焼
棋
な
駐
車
以
の
設
備
も
必
要
と

な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

石
井
照
子
さ
ん
(
町
婦
人
会
長
)

体
力
づ
く
り
が
盛
ん
に
進
め
ら
れ

る
現
在
、
昔
に
か
え
っ
た
つ
も
り
で

歩
く
こ
と
を
奨
励
す
る
こ
と
も
交
通

安
全
運
動
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
中
通
り
の
交
差
占

近
く
の
愉
断
歩
道
が
消
え
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
歩
行
者
の
通
行
区
分
帯

を
ハ
ッ
キ
リ
表
示
し
て
ほ
し
い
。
全

面
駐
禁
の
焼
制
も
巾
広
い
古
見
を
集

約
す
る
な
ど
住
民
運
動
の
成
り
上
が

り
が
必
要
で
す
。
心
術
む
悦
牲
者
が

出
な
い
う
ち
に

。

町

会

ぐ

る

み

で

事

故

防

止

|

山

崎

繁
樹
さ
ん
(
旭
町
)

私
た
ち
の
町

内
会
で
は
、
町

内
会
ぐ
る
み
で

@
自
京
用
車
は

絶
対
路
上
に
放
置
し
な
い
@
市
街
地

の
述
度
制
限
を
初

J
M
と
す
る
@
長

事

故

の

な

い

町

づ

く

り

利
用
さ
れ
る
施
設
に

A
7
句
オ
l
プ

ノ
し
た
自
転
車

公
園
は
子
供
た

ち
に
と
っ
て
絶

好
の
遊
び
喝
で
す
。
し
か
し
、
自
転

車
コ
ス
も
砂
地
で
な
く
舗
装
に
し

時
間
の
駐
車
を
避
け
る
た
め
、

一
刻

も
早
く
用
車
を
済
ま
せ
て
車
を
移
動

す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
@
町
内
の
子

供
た
ち
は
絶
対
道
路
で
遊
ば
せ
な
い

ー
な
ど
を
申
し
合
せ
家
族
く
る
み
で

交
通
事
故
防
止
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

〈わ
た
し
の
全
張
}

細
JlI 

東
町

一
由
さ
ん

た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち

の
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
る
工
夫
と
し

て
山
あ
り
橋
あ
り
と
い
っ
た
起
伏
を

つ
け
る
な
ど
歩
々
口
険
じ
み
た
コ

ー

ス
に
す
れ
ば
も
っ
と
干
供
た
ち
に
利

用
さ
れ
る
施
設
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

歩

行

者

の

安

全

教

育

存

T千
葉
勝
夫
さ
ん
(
今
金
幼
稚
同
盟
長

歩
行
者
の
死

亡
事
故
が
多
い

i
h
E

こ
と
か
ら
も
A
7

4
・
後
の
交
通
安
全

対
策
は
、
歩
行
者
が
守
る
べ
き
交
通

ル
l
ル
を
歩
行
者
自
身
の
生
活
習
慣

と
し
て
身
に
つ
け
る
ま
で
の
安
全
教

育
の
充
実
が
必
要
で
す
。

そ
れ
に
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
交

通
の
き
ま
り
を
知
る
と
と
も
に
子
ど

も
が
よ
う
や
く
自
己
の
意
志
に
お
い

て
歩
行
で
き
る
時
期
か
ら
徹
底
し
た

交
通
安
全
教
育
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
交
通
事
肢
を
な
く
す
た
め
に

は
、
巡
伝
者
と
歩
行
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
交
通
ル
ル
を
守

り
、
互
に
ゆ
ず
り
あ
い
の
心
を
も
つ

な
ら
ば
事
故
は
起
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

に
伴
っ
て
交
通
規
制
の
重
要
性
も
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
市
街
地
の
駐

車
禁
止
問
題
も
住
民
巡
動
と
し
て
互

に
理
解
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
や
老

人
が
歩
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
忠
い
ま
す
。

親

が

手

本

を

示

そ

う

|

|

能

代

毅

さ

ん

(

今

金

小

学

校

長

)

学
訟
を
事
故

か
ら
守
る
た
め

に
、
平
校
と
家

庭
が
一
口
し
た

教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

危
険
を
避
け
よ
う
と
す
る
心
は
動

物
の
本
能
で
あ
る
。
人
間
も
文
献
り
。

更
に
危
険
感
の
養
成
は
安
全
教
育
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
要
請

で
あ
る
。
危
険
を
避
け
て
行
動
す
る

明
口
慣
化
と
、
危
険
に
直
面
し
た
時
の

安
全
な
行
動
力
を
盤
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

最
重
占
は
「
生
命
の
尊
重
」
に
尽

き
る
。
基
本
的
事
項
を
見
逃
が
す
こ

と
な
く
、
身
に
つ
く
ま
で
徹
底
し
て

し
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
、
今
の
自
分
を
司
る
こ
と
と
、
将

来
運
転
者
と
な
っ
た
時
に
も
最
大
な

役
割
を
果
す
も
の
と
な
る
で
あ
う
フ
ロ

子
ど
も
は
親
の
願
う
よ
う
に
育
つ

も
の
で
は
辛
い
。
税
の
よ
う
に
育
っ

と
言
う
。
先
ず
親
が
子
供
の
手
本
に

な
る
よ
う
や
っ
て
み
せ
よ
う
。

[ 4 ) ①事故のない町づ〈りについて、みなさんの責極的なご意見、要望を広報保までお寄せください。[ 5 ) 



一
者

金

一

=
業

=

=
農

年

=

段
業
者
年
金
の
給
付
制
が
引
き
上
げ

ら
れ
、
昭
和
五
十
二
年
一
円
か
ら
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
最
近
の
農
業
所
得
の
上
昇

や
、
厚
生
年
金
の
よ
う
な
他
の
年
金
制

度
が
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
事

情
に
合
せ
て
、
農
業
者
年
金
の
内
容
も

改
普
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

改
正
さ
れ
た
お
も
な
点
は
、
次
の
と

お
り
で
す
o

v
年
金
額
の
引
書
上
げ

(
経
治
移
限
年

金
と
農
業
者
老
齢
脚
年
金
)

年
金
額
を
四
八
%
引
き
上
げ
て
、
二

十
八
年
加
入
者
の
経
自
移
蛾
年
金
の
場

合
は
、
月
初
七
万
二
千
八
百
円
(
現
在

は、

二
十
七
平
加
入
者
で
四
万
七
千
丘

百
二
十
円
)
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
五

十

一
年
一
円
か
ら
給
付
が
始
ま

っ
て
い

る
五
年
加
入
者
は
、
現
行
一
万
七
千
六

百
円
か
ら
二
万
六
千
円
に
噌
制
さ
れ
ま

マ
保
険
料
の
改
定

給
付
の
噌
額
に
伴
っ
て
、
保
険
料
も

改
め
ら
れ
ま
す
が
、
負
担
を
緩
利
す
る

経
過
姉
白
と
し
て
、

三
年
間
に
わ
た

っ

て
段
階
的
に
引
き
上
げ
ま
す
。

マ
後
継
者
に
対
す
る
措
置

一
、
保
険
料
の
剖
引

今
後
の
農
業
経
由
の
中
舷
的
組
い

年
金
額
が
大
巾
に
引
き
上
げ

五
年
加
入
者
で
二
万
六
千
円
に

手
と
な
る
三
十
五
歳
未
満
の
特
定
後

継
者
の
保
険
料
は
、

-
般
の
三
割
程

度
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
主
十
二
年
一
円
か
ら
同
年
十
二
月

ま
で
の
分
は
、
一
月
千
七
百
五
十

円

(
一
般
二
千
凶
百
五
卜
円
)
。

②
孟
十
三
年

一
円
か
ら
同

q
ト
二
川

ま
で
の
分
は
、
一
月
二
千

E
卜
円

(
一
般
一
一
千
八
百
七
十
円
)
。

③
五
十
四
年

一
円
以
後
の
分
は
、

一

片
ニ
千
三
百
五
卜
川

(一

般
三
千

二
百
九
イ
円
)。

二
、
経
営
移
議
官
件
の
緩
和

経
事
織
を
円
滑
に
し
、
経
国
主

の
若
返
句
を
図
る
た
め
、
後
継
者
に

片
す
る
使
間
収
話
怖
の
設
定
を
経
品

移
殺
の
要
件
に
加
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

白山
歳
、
国
民
年
金
の

請
求
は
す
み
ま
し
た
か

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
お
よ
び
通
算

老
船
年
金
は
、
六
」l
五
歳
に
達
し
た
と

き
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
六
卜
巨
岐
に
速
し
と
か
ら

と
い
っ
て
自
動
的
に
年
金
が
支
払
わ
れ

る
の
で
は
音
く
、
自
分
で
請
求
の
手
続

き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ヒ
:
こ
、
H
ム
門
川
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l宣

.7'ワピ、ウこの密漁を防ごう

漁業者が苦労して保護している

海の財産であるアワピ、ウニの街

漁がふえております。とくに I位抗

告密漁者カヨ盟漁者になりすまし、

潜水IJ日(アクアラング)等により

密漁しているケースが多くなって

きております。

これらアワビ.ウニについては

法令により?向車計u外とることは

できないことにな っております。

これから 、?首向、のt<!iる季節に

!iりますので、町民一人ひとりが

笛i砲の防止に制帽的にとりくんで

いただきたく志願Lております。

!iお、密漁nを発見L止場合は

必ず地元特阜、海上保安'I'i、町役

3町、漁業協同制l'i'tに通報し、漁業
資源の保護のとめに皆さんのご協

力をお願いいたします。

(桧山地区漁業扶1i確立推進苦n会)

協した程度で行われます。

b出1;!~受付 51年8n 16日から 9

I'J 16日までの/l:Jに北海道教育委

u企で受け付けます。

b受験手続き 就一戸義務の猶予、

免除を受けたことを紅明する 2~

鎖的 I~か願岳、鳳L'æ:時、住民票
当其が必要ですので、くわしい

ことは今金町教行委u会にお問

い合わせください。

.鈴岡橋が 9月10日まで宜通止め

i且々 鈴岡今金作!j(上沿線の鈴岡崎

(同道 277号線から 3.1km地占)

が破!flLとため 9rJ1O日まで工事

11':lt 1交通止めになっていますの

で、小官山方而へ通行される11は

丹羽停車場線を回り道して〈ださ
L、。

f物品税J というのは、一口で官

えば、 しゃし位、娯当能性、 し好性

主どの高い物品にかかる税金です。

その税率は、物品の種類ごとに

それぞれ定められています。また

課税物品は、小売課税の物品と製

造場移出諸税の物品とに区分され

ております。

議

@物品税のあらまし

知の税
以
前
に
生
ま
れ
と
人
で
、
卜
年
年
金
、

五
年
均
金
に
加
入
し
た
人
は
、
本
年
七

円
三
十
日
に
は
す
べ
て
、
六
十
五
歳
に

淫
し
て
い
ま
す
の
で
、

A
7
す
ぐ
部
求
し

て
く
だ
さ
い
。

消
求
の
手
続
き
は
、
役
場
制
祉
課
年

金
係
に
耐
え
て
あ
る
「
国
民
年
金
老
齢

午
金
裁
定
請
求
品
目
」
に
年
金
手
帳
の
記

号
昨
号
や
司
令
の
支
払
い
を
畳
け
る
た

め
の
昂
望
す
る
銀
行

(孤
金
通
舗
を
持

害
す
る
こ
と
。
)
ま
た
は
郵
便
局
名
な
ど

必
要
事
項
を
記
入
し
、
こ
れ
に
年
金
手

帳
と
印
か
ん
を
添
え
て
窓
口
に
徒
出
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
を
終
え
る
と
、
後
日
、

社
会
保
険
庁
か
一
勺
「
老
齢
年
金
証
訂
」

が
送
ら
れ
て
く
る
ほ
か
、

-二
月
、
六
円
、

九
月
お
よ
び
」
l

一
川
に
前
三
か
月
分
の

咋
世
が
受
け
ら
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

六
十
五
歳
の
誕
生

H
か
ら
、
均
金
は

あ
な
た
の
も
の
で
す
。
前
求
手
続
き
を

忘
れ
辛
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

園署察官、立通巡視員の採用試験

昭和5211'-411111探附予定の軒

型自 、財人警察官及び交通巡悦11
の採用e武験を止のとおり行います 。

p受験資絡 ~':Jtz. J;.干字車 (3 

1'1$重見込町告を含みます。)

b願3締切特集官 911 1411、制

人笹第i王、交通巡視U101-130 11 

1> 1次試験嘗紫官101;3口、制

入警察官、交通巡視口11FJ 14日

b応募畳付、詳細は最寄りの派出

所、警察曹に間l'、合せください。

(北桧山警察官)

-あなたも応募してみませんか

「私のアイデア貯金箱コンクール」

郵政官では次代を11Iう児童、生

徒に11，帯の関心を日めさせるとと

もに、造形的な創造1Jを1'1'ばすた

めに貯金箱コンクールの作品を#

事します。

b応募資格小学生、 中学生

b 作品内容新しく掠;Lいアイデ

アが生かされているもの。美し

く1止いやすいもの。材料は自由

kきさは一辺町長20cm住度内。

b畳付 9月10日までに所属芋校

を通じj最寄りの郵即日にw品。

bそのf也詳細は今世郵便局へおた

ずねください。

.保育所児童の後期入所申"を

町では今金保育所と今世小百合

保有l却の後WI(10月 111-3ト131

rI )入所(問)児童の中山を受付

します。 入所、入閣-ft;~ 丹は 9 月

1 Rから4F1(午liiJ9時~午後 5

!時)まで、役場3階研修室にお越

しください。 (福制，N!郁祉係)

-中学校卒業程度認定試験を実施

文部首では、昭和52'1'-31/31n 
までに渦15議以上になる丹で、病

弱、鹿弱、発育不完全その他やむ

をえ奇い'1'由のため 品務教育諸

学校に就学することができず、就

学を猶予又は免除された丹符に対

し、次により 中学校卒業程度的学

力があるかを認定する試験を行い

ます。この認定試験に合格した者

は、日m;学校の人干資格が与えら

れます 。

b試験の岬1日 51年11MIHI(木)

b次験の科目 中￥校の国語、社

会、世字、理科、外国Jlt(英語)

の各教科について、これらを履

「主な課税物品と税車J

b第 I秘的物品(小売課税)

・宝石、賞金属製品など・ 15% 

・じゅうたん、どん帳 10% 

b第 2樋の物品(製造場移出課税)

・ゴルフ用品、猟銃 30% 

・普用乗用自動車、家具類 20% 

・テレピ、ピアノ 、カメラ “15%

・ラジオ、香水 ー・ 10% 

・化粧水、炭酸飲料、整髭料、コ

ーヒー ・......・ 5%

食中毒の予防

例
司
、
夏
季
に

な
る
と
制
閣
に
よ

る
食
中
部
が
多
発

し
、
発
生
件
数
の
六
O
%
は
、
八
、
九

月
に
県
中
し
、
昨
午
本
道
で
は
附
和
二

十
問
年
以
来
最
高
の
食
中
毒
発
生
刊
数

四
百
八
十
二
件
を
記
録
し
ま
し
た
。

食
中
程
閣
は
化
膿
例
主
ど
に
よ
る
ブ

ド
ウ
球
閣
、
は
え
や
不
ズ
ミ
に
よ
っ
て

媒
介
さ
れ
る
サ
ル
モ
ネ
ラ
随
、
海
水
や

魚
介
類
を
介
し
て
の
腸
炎
ピ
プ
リ
オ
、

土
中
や
使
な
ど
に
存
在
す
る
ウ
エ
ル
シ

i
閣
と
い
う
よ
う
に
私
た
ち
の
生
前
探

{呆

議;
葱引， 

夏
休
み
を
反
省
し
て

二
学
期
に
備
え
よ
う

夏
休
み
も
終
り
に
近
づ
き
、

二
半
期

は
日
の
前
で
お
る
。
子
ど
も
た
ち
は
い
川

凶
や
日
記
や
M

悼
集
な
ど
の
刊
し
L

げ
に
追

い
た
て
ら
れ
る
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で

そ
ろ
そ
ろ
、
夏
休
み
の
反
省
と
と
も
に

二
位
則
を
迎
え
る
に
当
た

っ
て
の
心
桃

え
と
、
注
意
点
を
丹
え
て
み
と
い
。

@
だ
ら
だ
ら
し
た
気
分
を

早
〈
切
り
捨
て
さ
せ
る

一
般
に
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
く
ず
し

て
、
乱
れ
の
け
立
つ
も
の
が
多
い
。
た

と
え
ば

H
H
f
泌
引
起
き
'
が
逆
に
寄
っ

て
い
た
り
、
，
明
H
計
画
の
而
で
も
、
好

き
な
テ
レ
ビ
番
組
み
に
宇
調
を
合
わ
せ

た
立
て
万
を
し
て
い
る
も
の
が
少
な
く

な
い
。
こ
れ
は
税
た
ち
に
も
武
印
が
あ

り
、
夏
休
み
ど
か
ら
と
い
う
安
易
な
気

分
か
ら
で
た
も
の
で
、

生
活
の
ケ
ジ
メ

を
長
わ
せ
て
い
る
。

みんなで追放しましょう
恐ろしいシンナー遊びH

@シンナーの害毒

ンノナーや按-IJ剤をみどりに

岨入すると、窓議問~:・を起こ

し、幻覚を生じ、大胆な粗!k
!i行動をとり恐ろ Lぃ犯11!を

J~かす結*となります。

ま丘、大l，tに吸入Lますと

死亡することがあります。

9月の休日当番医〉

「物品税が免除される場合得」

I車税吋』棋の物品であっても、一

定金額未満の物品には課税し辛い

という免税点の制度や、学校の教

育用、社会名百祉施設の事業用!iど

に使われる喝告には物品税を免除

するという特殊用途免税の制度が

あります。

(6 ) 

台所、 ふきん、包丁などは，膏潔に

境
の
中
に
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
食
中
毒
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
第
一
に
食
中
毒
菌
を
食
品

に
附
北
甘
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。

こ
の
た
め
食
品
を
捌
理
す
る
時
は
、

原
材
料
や
捌
磁
器
具
を
+
分
洗
う
ほ
か
、

手
指
の
俄
に
気
を
付
け
、
は
え
や
ネ
ズ

ミ
な
ど
が
食
品
を
汚
染
し
な
い
よ
う
宜

品
を
取
級
う
こ
と
で
す
。

第
二
に
食
中
海
閣
は

一
般
に
熱
に
弱

い
の
で
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。

第
三一
に
食
中
毒
菌
が
食
品
で
地
殖
し

な
い
よ
う
に
、
調
理
し
た
あ
と
で
き
る

だ
け
早
く
食
べ
る
か
、
摂
氏
五
度
以
下

の
低
泌
に
保
特
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。食

中
毒
菌
は
目
で
み
る
こ
と
が
で
き

な
い
ば
か
り
で
な
く
、
食
品
中
で
ど
ん

ど
ん

m舶
し
て
も
食
品
の
昧
も
臭
い
も

変
ら
な
い
の
で
、
市
に
、
こ
の
「
消
潔

迅
速
、
冷
却
ま
た
は
加
熱
」
の
三
原
則

を
忘
れ
ず
に
実
行
し
、
細
菌
に
よ
る
企

中
滋
防
止
に
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う一
。

@
ニ
学
期
の
意
暗
に
つ
い
て

二
日
戸
則
晴
生
前
而
に
お
い
て
、
人
間

的
に
い
ち
ば
ん
成
長
す
る
と
き
で
め
る
。

一
戸
川
町
川
に
で
き
と
友
だ
ち
ゃ
、
先

生
と
の
つ
な
が
り
を
深
的
、
い
っ
そ
う

発
展
さ
せ
て
い
く
と
き
が
こ
の
二
予
期

な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

二
戸
川
に
各
州
の
下
校
行

事
が
多
い
の
も
、
気
候
的
に
よ
い
と
い

う
理
由
ば
か
り
で
な
く
、
こ
の
時
則
に

人
間
的
主
制
を
広
げ
よ
う
と
い
う
不
ラ

イ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に

夏
休
み
の
延
長
気
分
で
い
る
と
、
自
分

を
見
失
い
か
ね
辛
い
。

で
は
、
一一

子
山
聞
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
、
ど
ん
な
円
に
心
し
て
の
ぞ
ん
だ
ら

よ
い
だ
ろ
う
か
。
例
会
Me
め
げ
て
み
る
と
、

小
学
校
の
低
学
年
、
特
に
一
年
生
は
、

幼
稚
閣
や
保
育
所
と
追
っ
た
き
び
し
い

集
団
生
活
を
ひ
と
通
り
体
験
し
て
き
た

わ
け
ど
か
ら
、
こ
こ
で
学
校
生
活
を
本

当
に
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
家
庭
内
の
し
っ
か
り
し
た
シ
Y
ケ

が
型
求
さ
れ
る
。

(神
丘
小
学
校
長
)

官包)0057

E宰)0324

告に③5321

官③5321

E②0221 

E③5321 

~';.川医院

山11m正Pι

間保山院

5日

今金町
12日
北桧山町国保哨院

15臼

今金町
19日
北陸山町1]1出掛院

23日
今金町

26日

北位山町国保柑院

(7 ) 



道
路
と
川
を
き
れ
い
に

環
境
の
美
化
に
協
力
し
ま
し
ょ
う安

私
た
ち
は
日
常
生
活
の
う
え
で
、
道

路
平
川
か
ら
、
は
か
り
知
れ
な
い
多
く

の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
日
出
生
活
や
地
域
の
発
展

産
業
活
動
の
基
盤
と
な
る
道
路
、
河
川

の
盤
備
を
盤
点
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

道
路
と
川
は
私
た
ち
の
非
活
の
?
え
で

そ
の
働
き
が
十
分
は
た
さ
れ
る
よ
う
、

み
ん
な
で
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

~\\ 

魚224i
A 

最
近
で
は
、
公
共
物
の
霊
護
と
環
境

美
化
に
関
心
を
も
た
れ
る
方
が
た
を
中

心
に
、
積
極
的
主
活
動
が
各
地
で
行
わ

れ
、
道
路
や
川
も
兄
ち
が
え
る
ば
か
り

に
美
し
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
が
、

一
般
の
現
状
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

川
な
ど
は
、
み
寺
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
徐
々
に
消
流
を
取
り
も
ど
し
魚

が
住
む
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
う
る

お
い
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
市

街
近
郊
の
小
河
川
の
汚
れ
は
驚
く
ば
か

り
で
す
。
心
な
い
人
た
も
の
捨
て
る
ゴ

ミ
が
大
き
な
原
因
と
主
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
に
つ
い
て
も
同
じ
よ
う
な

こ
と
が
い
え
ま
す
。
私
た
ち
白
か
ら
の

行
い
に
よ
っ
て
、
き
れ
い
な
川
や
、
美

し
い
道
路
を
取
り
も
ど
き
な
け
れ
ば
寺

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
八

H
一
け
か
ら

一
か
月
間

「
道
路
と
川
を
守
る
月
間
」
と
し
て
、

み
な
さ
人
の
身
近
な
道
路
や
川
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
、
長
し
い
瑚
境
づ
く

り
に
協
力
し
て
い
た
だ
〈
噌
』
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
月
間
中
に
は
、
道
路
河
川
愛

彼
組
合
な
ど
で
消

ωや
強
附
作
躍
を
行

い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
も
住
宅
前
の
道

路
や
町
内
を
美
し
く
す
る
た
め
、
積
極

的
主
活
動
と
、

H

ゴ
ミ
“
な
ど
を
捨
て

る
こ
と
の
幸
い
よ
う
お
互
い
に
注
意
し

あ
い
、
き
れ
い
な
道
路
と
川
を
守
り
ま

『
レ
ト
&
-今
，
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

町

道

民

税

〈
二
期
〉

国
民
健
康
保
険
税

〈
二
期
}

個

人

事

業

税

〈
一
期
〉

八

月
三
十
一
日
ま
で

巴，，
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、収0)執悟入
而I円に
比べて

人口 9，558(+20) 

男 4，708(+ 7 ) 

女 4，850(+13) 

世帯 2，709(+10)

(61130日現在の)
住民恭本台帳人口/

図
お
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

市

川

和

夫

(脱
五
い
長
女
)
立

町

山
本

琢

府

(

盟

二

男

)

盟

凹

伊

雌

隆

裕

{忠

雄

長

男

)
尚
工
団

提
行

北
海
道
今
金
町
桂
場

民広級ー

トヒ%クス

(8 ) 

-
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
今
金
優
勝

第
五
回
桧
山
管
内
身
体
問
害
者
ス
ポ

l
y
大
会
が
七
月
十

一
日
北
桧
山
町
で

附
か
れ
、
本
町
か
ら
十

一
人
の
選
手
が

参
加
。

卓
球
や
ゾ
フ
ト
ポ
l
ル
投
げ
、

五

O
U競
走
に
他
閥
、
と
〈
に
限
の
不

自
由
な
伊
藤
郁
三
さ
ん

(栄
町
)
は
ロ

ー
プ
の
端
を
に

F
っ
て
円
周
七

O
Mを

走
る
競
技
で
完
走

(写
真
)。

総
合
成

制
で
見
事
総
合
優
勝
に
欄
い
た
。

値
咽
倫
小
明
ノ
ノ

A
比
漏
出
切
昧
庁
mm
和
検
“
旅

久
武
谷
正
春
日
天
判

敬

子

東

町

川
合

丈

夫

H

東

海

林

朝

子

八

束

粟

栖

英

明

H
影
浦
美
智
子
商
工
団

圃
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

佐
々
木
型
次
郎
六
十
九
議
末
広
町

有

賀

文

平

八

十

歳

南

町

中

森

歌

子

三
十
六
歳
南
栄
町

間

戸

す

き

七

十
四

歳

金

原

室

岩

四

郎

五

十

八

段

大

和

町

他

谷

久

太

郎

七

十

九

歳

東

町

(
六
月
分
)

印
刷
/
側
長
門
出
駈
社

日

8

お

八
楠
美
子
(
武
奨
二
女
)
末
広
町

柄

地

忍

(邦

夫

長

女

)
大
和
町

新
居

者

(
利

信

長

男

)
鈴

金

村
田
由
理
容

(
敏
明

二
女
)
稲

川

大

刷

雅

史

(
常
戦

二
羽
)
結

阿

佐
々
木
和
宏

(敏

治

長

男

)
日
の
出
町

河

貯

直

美

(稔

長

女

)

栄

町

油

事

広

光

(正
人

二
男
)
鈴

間

滞
凹
石
則
夫

(
利

春

長

男

)
末
広
町

久

保

田

美

生

(

実

長

女

)

栄

町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に


